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第一章 緒言及血中謄汁色素ノ定量的検査法ワ梗概

掴 々膿 汁色 素 ハ、 撫 液 ノ「ヘ モ グ ロ ビ ン戸 リ生

成 サル ・モ ノナル ガ、(Virchow1847,・Stade1-

mannu.Gorodecki1890)之 ガ形 成 サ ル ・部 位

二就 キテ ハ諸家 意 見 ラ異 ニ シ、 論 雫 爾 蓋 キ ザ ル

所 ナ リ。 即 チ膿 汁色 素 ガ、 肝 細 胞 内 二於 テ形 成

サル ・モ ノナ リヤ、 或 ハ肝 細 胞外 二於 テ生 成 サ

ル ・モ ノナ リヤ ノ問題 二關 シテ ハ、現 今 爾學 者

ノ見解 一致 セザ ル モ、 從 來 ソ ノ登 生 機 轄 ニ ヨル

黄 疸 ノ分 類 テ見 ル ニ、Eppinger(1902)ハ 機 械 的

黄 疸 ト機 能 的 黄 疸 トニ分 チ、 機 能 的 黄 疸 ラ更 二

肝 牲 黄 疸 ト溶 血 性 黄疸 トニ分 テ リ。Minkowski

(1900)ハ 鰐 血 性 黄 疸 ト力 學 的 黄 疸 ト溶 血 性 黄 疸

トニ三 別 セ リ。 最 近 角 尾 氏(1933)ハ 「ビ リル ビ

ン」生 成 二關 シ次 ノ如 クー括 セ リ。

網 歌 織 内皮 細 胞 設網 駄 織 内皮 細 胞1

血 管 内皮 細 胞

皿、 肝 外 性 「ピ リル ピ ン」生成 漿 膜 内皮 細 胞

皮 慮

糸恵テ ノ糸且華哉二認 メ ン トスル モ ノ

m、 禮 液 性(細 胞 外)「 ビ リル ビ ン」生 成

舞肝細胞牲 「ビ リルビ ン」生成 二於テ、網状織 内皮細胞

系が最 モ 重要観 スベキモノナル コ ト言 ヲ侯 タザルナ

聴 ビリルビ畷 麗雛 翻;恥

非 肝 細 胞 姓
「ビ リルt"ン 」生 成

リ。 肝 細 胞 性 「ビ の レビ ン」生 成 モ亦 否 定 ス ル コ1・能

ハ ズ。生 理 的 「ビ リル ビ ソj血 ノ成 立 ハ 決 シ テ輩 一 ナ ル
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モ ノニ非 ズ シテ、 非肝 細 胞 性 二生成 セ ラ レタ ル ギビ リ

ル ビ ン」ト共 二膿 管 ヨ リ吸敢 サ レタ ル 「ビ リ ル ビ ン」ノ

關 與 ヲ認 メ ザ ル可 カラ ズ トナ シ、黄 疸 蛮 生 ニハ次 ノ要

素 ノ存 ス ル コ トヲ知 レ リ。

第1ニ へ 非 肝 細 胞 性 「ビ リル ビ ン」生 成 ノ培 加 ニ シテ

盟 内 二於 ケ ♪レ溶 血 現 象 充 進 ス ル時 ハ、ソ ノ結 果 トシテ

非 肝 細 胞 性 「ビ リンレビ ン」生 成 増 加 シ、過Cビ リ ル ビ ソ」

血 ヲ招 來 ス.づ ノ際 網 状 内皮 細 胞 系一 般 、從 ツ テ、 ソ

ノー 部 タ,レ脾 臓 ガ重 大 ナ ル役 目 ヲ演 ズ。カ ・ル愛 化 著

明 ニ シテ、 臨 肱 上 黄 疸 ヲ蛮 ス レバ、之 レ帥 チ溶 血 性 黄

疸 、 或 ハ#肝 細 胞 性 黄疸 、或 ハ9ビ リル ビ ン」生 成 機 能

ノ充進 ヨ リAsch◎ff二 從 ヒテ機 能 充 進 性 黄 疸 ト呼 ブ

ベ キナ リ燈

第2ニ ハ、 脆 汁 成 分 ノ排 櫃 部位 、即 チ肝 細 胞 二於 ケ,レ

憂 牝 ニ シテ、 肝 細 胞 ・・非 肝 細 胞 性 二生 成 セ ラ レタ ル

fビ リル ビ ン ヲ排 泄 ス ノレ作 用 ヲ有 ス ル ガ故 二、若 シ ソ

ノ機 能 障碍 セ ラ〃 レバ 「ビ リル ビ ソ」 ノ血 中停 滞 ヲ招

來 ス;v筈 ナ リ,,コ レ所 謂Aschoffノ 停 滞 性 黄疸 ト稽

セ ラ ル ・モ ノニ シ テ、實 験 的 二犬 ノ肝 別 出後 二 見 ラル

ル 過 「ビ リル ビ ソ」血 状 態 二該 當 ス。肝 細 胞 ノ障 碍 高 度

二進 メ バ 吸 牧性 黄疸 駿 生 ス。故 二肝 細 胞 性 黄 疸 ノ・初 期

ニ ハ序 滞 性 黄疸 トシ テ現 ハ レ、後 二・・吸 牧 性 黄 疸 二移

行 ス,レ場合 ア,レペ シe岩 尾 氏(1932)ハ 「フ 。ニ ー ル、ヒ

ドラ チ ン」黄疸 ノ経過 中 、特 ニ カ ・ル事 實 ヲ経 験 セ リ。

「トIVイ レ ン。ヂ ア ミソ:中 毒 性黄 疸 二於 ケ ル研 究 ニ ヨ

レ バ、脆 汁 成 分 ノ淋 巴 乃 至血 液 中 ヘ ノ移 行 ハ必 ズ シモ

脆 毛 細 管 ノ破 綻 ヲ必 要 トセ ズ.然 シ脆 栓 形 成 ニ ヨ ル膿

毛 細 管 ノ振 張 、細胞 壌 死 等 ニ ヨ リ脆 毛細 管 ト淋 巴腔 乃

至 毛 細 血 管 トノ交 通 生 ズ レバ脆 汁 成分 ノ 吸取 バー暦

容 易 トナル ベ シ.臨 林 上 見 ラ ル ・種 々ナ ノレ中毒 性 、傳

染 性 黄 疸 ハ 主 ト シテ肝 細 胞 性 吸 敢 性黄 疸 二罵 ス.

第3ニ ハ、 膿 汁 排 泄 路 、卸 チ脆 管 中 二於 ケ ル髪 化 ニ シ

テ、コ レニ ヨル黄 疸 ハ機 械 的 雛 積 性 黄疸 トモ聡 セ ラル

ル モ亦 原 因 ノ存 ス ル場 所 二從 ツ テ 脆 管 性 黄疸 トモ爲

シ得 ペ シ ト.

HijmansvaRdenBergh(1915)ノ ・黄疸 患 者 ノ血 清 内

「ビ リ,レビ ン」ヲ精 査 シ、 一度 肝 細 胞 ヲ通 過 セ ノレ「ビ リ

ル ビ ン」ハ「ヂ アッ ォ」反 鷹 ニ ヨ リ直 チ ニ紫 赤 色 ヲ現 ハ

セ ドモ、肝組 胞 以 外 ニ テ生 成 セ ラ レ未 ダ肝 細 胞 ヲ蓮 過

セ ザ ル 「ビ リル ビ ン」ハ ヂア ル ロ ホ ー ル」 ヲ注 加kザ レ

バ容 易 二該 反 慮 ヲ現 ハ サ ズ、 前 者 ヲ直接 反 慮 性 「ビ リ

ル ビ ソ」、 後 者 ヲ間 接 反 磨 性 「ビ リル ビ ソ」ト総 セ リe

其 ノ後 ノ研究 ニ ヨリ、雨種 「ビ リiVビ ソ」ノ間ニハ、前

記反磨以外、諸種 ノ理牝學的差違 アル事 ヲ螢見 セラレ

テ、間接反磨性 「ビ リルビ ン:ハ直接反憾性 「ピリルビ

ソ」ノ前階段 ナ リ ト考ヘ ラV、 」又其 ノ尿中二移行 シ難

キ理 由二關 シHijmansvandenBerghノ ・間接反慮

性 「ビ リルビソ」ハ血清 中ノ蛋 白質、或 ハ「リポイ ド」ト

結合 セルタ メナ リト設 キ、Adler,Stralls(1922)等 ハ

血 中ノ膠質、或ハ其 ノ成分、就 中、「グ ロブリン」含量

二至大 ノ關係 ア リト云 ヒ、Gilbert,Eppinger等 ハ腎

自己 ノ機能 ノ 攣動 二飼}セリ。而 シテHijmansvan

denBerghノ 反磨 ハ黄疸 ノ鑑 別診噺 二資 スル数bヲ

得 ト錐 モ、混合性黄疸 ノ鑑別 ニハ該法及 ビGrunelt--

berg法(1923)モ 亦未 ダ不可能 ノ域 二雀 リe其 ノ他血

中「ビ リjレビ ソjノ検査法 ハ 後 述 ノ如 ク、多 々アvド

モ、大盤被 検封 象 ニョ リテ、血 清 中ノ「ビ リ,レビソ2ヲ

謹 明ス ル方法ナ リ。槍査術式bシ テ、fビリルビy」 ノ

黄色調 ヲ 直接 比色スル方法、 「ヂアツ ォコ液 ヲ以テ、

「アッ 。」化 合髄 ヲ作 リ、其 ノ赤色調 ヲ比色 スル方法及

ビ ビ リルビ ソ」ヲ酸化 シテ「ビ リヴェルヂ ソjト シテ謹

明ス ル方法 二大別 シ得 ベシ。

何 レノ血 中 「ビ リル ビ ン」謹 明法 テ窺 フモ、 血清

ラ分 離 シ検 査 セ ザ ル可 カ ラズ。故 二梢 気多 量 ノ

血液 テ要 ス ル ノ ミナ ラズ。 操 作 繁 雑 ナル テ見 カ

レズe然 ル ニ余 ・・1928年Meyer,Bierast,Sc-

hilling三 氏 ニ ヨ リ創 案 セ ラ レタル血 液 滴 像法

ノ原 法 ノ滴 像紙 二代 フル ニ奉 書紙 ラ使 用 シタル

血 液 滴 像 法 二就 キ テ第11回 及 第12回 日本 結核

病 學 會 ニ テ報 告 セ リ。 此 ノ方 法 ラ用 ヒテ、 血 中

脆 汁 色 素 テ撫 清 テ分 離 ス ル コ トナ 久 唯 ダ1乃

至2滴 ノ血 液 ソ ノ儘 ニ テ検 査 シ得 ルー新 方 法 テ

案 出 セ リ。 即 チ 種 々 ナル盤 類 、 酸 類 、 「アル カ

リJ類 ノア ル濃 度 ノ割 合 ノ水 溶 液 テ作 製 シ・之 テ

吸牧 乾 燥 セ シメ タル奉 書 紙 上 二於 ケ ル血液 滴像

テ観 察 ス ルニ、 大 多撒 ノモ ノハ滴 像盤 輪 陽性成

績 テ現 ハ セ リ。 又 「ビ リル ビ ン」含 有 血液 蚊 二血

清滴 像 テ観 察 スル へ 財 リル ピ ン」ガ滴 像 邊縁

二集 合 ス ル テ認 メ タ リ。同 ジ ク黄 色 テ呈 スル。例

ヘ バ 「ア ク リヂ ン」誘 導骨豊ナル 「バ ン セ フ チ ン」、

rト リパ フ ラ ピ ン」含 有 血液 拉 二 血 清滴 像 二 於

テ、 是等 色 素 ハ滴 像 ノ中央 部 二輪 獣 二集 合 スル
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ラ認 メ タ リ。 即 チ滴 像 髭 輪 陽 性 成 績 テ示 現 ス ル

コ ト及 ピ「ビ リル ビ ン」ガ滴 像擾 縁 二集 合 スル牲

質 テ利 用 シ、 之 レニfヂ アツtJ液1又 バ グ メ リン

氏液 テ注 加 スル コ トニ ヨ リ、 「ビ リル ピ ン]ノ 存

在 子簡 輩 二知 ル ガ故 二、 之 レニ關 シ報 告 セ ン ト

スo

而 シテ、鼓 二血 中脆 汁 色 素 ノ定 量 的検 査 法 ヲ簡 輩 二記

セ バ次 ノ如 シ。郎 チ從 來血 中膿 汁 色素 ヲ定 量 ス ル ニ ハ

種 々ノ方 法 ア リ。例 ヘ バ、 結 晶 法(Hammarsten)、 分

光鏡 的 測 定 法(Htifner)、 或 ハ「ビ リル ビ ソ」ヲ「ビ リヴx

ル ヂ ソP酸 化 シ テ 検 ス ル 方 法(Feiglu.Guerner

1919)、(Fouchet1924)叉 臨 駄 上 『 ハ操 作 簡 軍 ニ シ テ、

最 モ廣 ク使 用 サ ル ・モ ノニMe職lengracht(1921)ノ 軍

純 比 色 法 ア リ。其 ノ他Emstu.F6ster(1924)ノ 方 法 、

Herzfeld(1922)法 叉 ハFriegy6r(1923)法 等 ア レ ドモ

近 時 研 究上 二最 モ ヨ ク 使 用 セ ラvタ,レ ハHijmans

vandenBerghノ 方 法 ナ リ9即 チ1913年Hijmans

vandenBerghu.Snapperヵ"Ehrlich・Pr6scherノ

「ヂ アツt」 液 ヲ以 テ
、fア ゾ ビ リル ビ ソ」ノ呈 色 反 懸 ヲ

Authenriethノ 比 色計 ヲ用 ヒ テ、「ロ ダ ソ」鐵 液 ニ テ調

製 シタ ル標 準 液 ノ色 調 ト比 色定 量 ス ル ノ方 法 ヲ 獲 見

シテ以來 、 本 法 ハ鋭 敏 ニ シテ、其 ノ結 果 正 確 二近 ク、

操 作 亦左 程 困難 ナ ラザ ノレ故 二、黄 疸 研 究 者 ノ間 二專 ラ

使用 セ ラiV・ 慮 トナvリe其 ノ他Haselhorst(1921)、

Fhannhauseru.Andersen(1921)等 ・・之 レ が改 良 法 ヲ

考案 スル所 ア リタv共 、 而 カモ樹 、VaRdeRBergh

原法 ノー般 學 徒 ノ問 二 於 ケ ル厚 キ 信 頼 二 ・・及 バ ザ リ

キe然 ル ニ1926年Enriquesu.Siv6ハVanden

Bergh法 ノ「ア ル コ ホー 」V」ノ 代 リニ、 安 息 香 酸 「ナ

トリウ ム、 カフxイ ソ」叉 ハ 「サ リチ ー ル」酸 「ナ トリウ

ム、力 九 イ ンjヲ 以 テ ス ル方 法 ヲ提 唱 セ リe次4デ 間

モナ ク粂 川 氏 ハ同 標 ノ考 案 ノモ トニ、 本 法 ヲ推 奨 シ、

彼 ノHijmansvaRdenBerghノ 原 法 二 優 レル モ ノ

ナル コbヲ カ 説 ス ル所 ア リタ リ。並 二23ノ 血 中謄 汁

色素 定 量 法 ノ優 劣 ヲ 比較 ス ル ニFouchet(1924)法 二

於 テ ハ、 酸 化 不 充分 ナ ル トキ ハ、違 算 ヲ來 ス恐 ア リ.

叉 らレテ イ ソノ 如 キモ青 色 トナ ル鉄 鮎 ア リ。

Meulengracht法 ニ テ ノ・、 血 清 ノ黄 色 調 ノ・謄 汁 色 素 ノ

外 、 「リポ クm一 ム」、 ボル テ イ 巧 、 「カ ロ チ ン」、 「グ

サ ソ トフィル・」、 「ウロ ビ リ ノー ゲ ソ」、「ヘ マ トポ ル フ(

リ ソ3等 ヲモ 關 與 ス ル ヲ 以 テ、 誤 算 ヲ 來 シ易 シ。

HijmansvandenBergh法 ニテ ・・溶 液 ノ水 素 「イ オ

ソ」濃 度 ノ關 係 ニ ヨ リ、 比 色 二際 シテ 屡 ζ標 準 色 トー

致 セ ザ ル コ トア リe「 イ ン ドー ル」等 モ 亦 酸 性 溶 液 中

ニ テ、 「ヂ ア ソォニ ウ ム」反慮 ヲ呈 ス。 叉fア ンレコホ ー

iレ」注 加 ニ ヨ リ、 「ビ リル ビ ソ」ノー 部 ノ、蛋 白質 ト共 二

失 ・・y、 其 ノ度 亦 一定 セザ ル猷 黙 ア リe伽 フ、イ ソ」

法 ノ・是 等 ノ猷 貼 ヲ補 ヒタ リ ト錐 モ、尿 二適 用 ス ル コ ト

能 ハ ズ。 帥 チ 「ビ リル ビ ソ」 ノ定 性 反 慮 ヲ精 細 二検 ス

]レニ ノ・HijmansvandenBergh法 最 モ銭 敏 ニ シテ、

「ビ リ,レピ ソ」量 ヲ精 細 二定 量 ス ル ニ ノx「カ フxイ ン」法

最 モ優 秀 ナ リ。 叉 臨 駄 上 財 リル ビ ソ」 ノ概 蚤 ヲ知}u

ニ ハMeulengracht法 最 モ簡 輩 ナ リ。

然 レ ドモ余 ハ 血 液 滴 像 法 テ 慮 用 シ テ血 中 ドビ リ

ル ビ ンjテ 検 出 シ得 ル 方 法 テ創 案 セ シガ 、更 二 之

レ テ簡 易 ナ ル 定 量 二 慮 用 シ得 ル テ研 究 シ ツ ・ア

リ。

第二章 實験成績

第一節 諸種 藍 類 、酸類 、「アノレ

カ リ」類 ノ水溶液 ヲ吸 牧乾

燥 セ シメ タノン奉書 緩上

二於 ケノγ血 液滴 像

余ハ0.5%ヨ リ5.0%二 至ル種々ナル百分卒 ノ
「クロール

、ナ トリウム」(日本藥局方)水溶液 ラ

吸牧乾燥 セシメタル奉書紙上 二於 ケル10激 例

ノ健康人、肺結核患者、成熟健康拉二結核家兎

ノ血液 滴 像 テ検 索 セル へ 何 レモ滴 嫁 最 輪 陽 性

成績 テ示現 セル ニ鑑 ミ、 諸 種 盤 類(日 本藥 局方)

ノ中、 「クロー ル、 ナ トリウ ムJ、 「プ ロ ム、ナ ト

リウ ム」、 「プロ ム カ リJ、 沃 度 「カ リ」、 絢 構 酸

「ナ トリ ウムJ
、 重 炭 酸 「ナ トリウ ム」、 安 息 香 酸

「ナ ト リウ ム
、カ フヱイ ン」、 孚L酸「カル シウ ム」、

硫 酸 「マ グ ネ シ ア」等 。 酸 類(日 本 藥 局 方〉ノ中、

盤 酸 硝 酸 等 。 「アル カ リ」類(日 本藥 局 方 〉ノ中v
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苛 性 「ナ トロ ン」、 苛 性 「カ リ」等 ノ各1.0%水 溶

液 ラ作 リ、 奉 書紙 ノ八 ツ切 リ トナ セ ルー片 ヲ上

記 各液 中 二浸 シ、軍 等 二、充 分 吸 敗 セ シメ、 然

ル後 、 清掃 セ ル張 板 叉 ハ硝 子 板 二貼 リ付 ケ 日光

ノ直射 ラ避 ケ乾燥 セ シメ、 之 レテ乾 燥 器 中 二保

存 セ リ、 斯 ク ノ如 ク塵 置 セル紙 上 二於 ケル血 液

滴 像 成 績 ヲ知 ラ ンガ タ メ ニ學 生 、 看 護 婦 等 ノ健

康 ナ ル者150名 、 肺 結 核 患 者100名 、 某 病 院 入

院 患 者250名 、 総 藪500名 ノ種 々 ナ ル年 齢 ノ男

女 堀 皿液 二就 キ テ検査 セ リ。採 血 ハ総 テ肘 静 脈

ヨ リ行 ヒ、 使 用 セ シ注 射 器 ハ充 分 乾 燥 セ シメ、

1/1注 射 針 テ装 置 セ リe而 シテ上記 各紙 片 上 二

血液2滴 宛 ラ滴 下 シ滴 像 ヲ作 レリ。 ソ レ等滴 像

ハ 血液 滴 下2時 間及24時 間後 二観 察 シ、第 三編

第 二 章記 載 ノ判 定 方 法 二從 ヒ判 定 セル ニ次 ノ如

シ◎

第 一 項 盤 類

(イ)「 クロー ル、 ナ トリウ ム」

1.0%「 クロー ル、 ナ トリウ ムー!水溶 液 テ吸 牧 乾

燥 セ シ メ タル奉 書 紙 上 二於 ケ ル血 液 滴像 バー 般

二濃 赤 褐 色 ノ圓 形 テ呈 シ、 縮 テ邊 縁 部 二淡 黄褐

色 ノ量 輪 テ有 ス。 而 シ テ個 々 ノ∬且液 滴像 ニ ヨ リ

燈 輪 ノ幅 二廣 狭 ノ差 身認 ム ル モ、 ソ ノ陽 性 度 ハ

総 テ中等 度 陽 性 又 ハ張 度 陽 性 ニ シテ、前 者 ハ健

康 人 二、 後 者 ハ非 健 康 人 二多 ク之 ラ認 メ タ リ.

(ロ)ド ブロ ム、 ナ ト リウム」

1.O%9プ ロ ム、ナ ト リウ ムコ水溶 液9吸 牧 乾燥 セ

シ メタ ル 奉書 紙 上 二於 ケ ル血液 滴 像 バー般 二濃

赤 褐 色 ノ圓形 テ呈 シ、総 テ邊 縁 部 二淡 黄 褐 色 ノ

量 輪 テ有 シ、 ソ ノ陽 性 度 ハ弱度 陽性 ナ リ。

(ハ)プ ロム、 カ リ」

1.0%「 プ ・ ム、力 恥 水溶 液e吸 牧 乾 燥 セ シメ タ

ル奉 書 紙 上 二於 ケ ル血液 滴 豫 ハ前 者 二等 シ.

(二〉 拘 榛象酸1ナ トリ ウム」

1。0%絢 構 酸 「ナ トリウ ムj水 溶 液 テ吸 敗 乾 燥 セ

シ メ タル奉 書 紙 上 二於 ケル血 液 滴像 バー 般 二濃

赤 褐 色 ノ圓 形 ヲ呈 シ、 大 多 撒 ノモ ノハ淡 黄褐 色

ノ擢 輪 ヲ有 シ、 ソ ノ陽 性 度 ハ弱 度 陽 性 ナ リ。 少

籔 ノモ ノハ、萱 輪 陰 性 ナ リ。 而 シテ最 輪 陰 性 ノ

モ ノハ健 康 人 二之 ヲ認 メ タ リ。

(ホ)重 炭 酸 「ナ ト リウム」

1.0%重 炭 酸 「ナ トリウ ムー1水溶 液 ヲ吸 牧 乾 燥 セ

シメ タ ル奉 書紙 上 二於 ケ ル∬旺液 滴 像 バー般 二濃

赤褐 色 ノ圓形 テ,呈シ、総 テ最 輪弱 度 陽性 ナ リ。

(へ〉 安 息香 酸 「ナ トリ ウム、カ フヱイ ン」

1・0%安 息 香 酸 「ナ トリウ ム、 カ フ.4ンJ水 溶 液

ラ吸 敗 乾 燥 セ シメ タ ル奉書 紙 上 二於 ク ル血液 滴

像 バー 般 二濃 赤 褐 色 ノ圓 形 テ呈 シ、絡 テ弱 度 陽

性 最 輪 ヲ認 メ タ リ。

(ト)孚 し酸 「カル シウムー.1

1・0%乳 酸 「カル シ ウム」水溶 液 テ吸牧 乾 燥 セ シ

メ タル奉 書 紙 上 二於 ケ ル血液 滴 像 バー般 二濃赤

褐 色 ノ圓形 ニ シテ、大 多数 ハ最 輪 弱 度 陽 性 テ示

シ、 少 撒 ハ量 輪陰 性 ヲ示 セ リ。 而 シテ最 輪 陰 性

ノモ ノハ、健 康人 二之 テ認 メ タ リ.

1チ〉 沃 度 「カ リj

1・0%沃 度 「カ リ」水 溶 液 ラ 吸 牧 乾 燥 セ シメ タル

奉 書 紙 上 二於 ケル血 液 滴 像 バー 般 二濃赤 褐 色 ノ

圓形 テ呈 シ、大 多 撒 ハ滴 像 燈 輪 弱 度 陽姓 ラ呈 シ、

少撒 ハ最 輪 陰 性 ナ リ、 而 シ テ最 輪陰 性 ノモ ノハ

健 康 人 二之 テ認 メ タ リ。

(リ)「 マ グ ネ シ アj

1.0%硫 酸 「マ グネ シアJ水 溶 液 テ吸 牧 乾 燥 セ シ

メ タ ル奉 書紙 上 二於 ケル血 液 滴 像 ハ濃 赤 褐 色 ノ

園形 ヲ呈 シ、 大 多撒 ハ 滴 像量 輪 弱 度 陽性 テ 示

シ.少 敷 ハ健 康 人 ノ滴 像 二於 テ量 輪 陰 性 ヲ認 メ

タ リ¢ 、

第 二項 酸 類

(イ〉 盤 酸

1.0%盤 酸 水 夢 吸 牧 乾 燥 セ シメ タル奉 書紙 上 二

於 ケ ル血 液 滴 像 バー 般 二濃 黒 赤 色 テ呈 セル圓 形

ニ シテ、 前 記 盤 類 テ以 テ塵 置 セル奉 書紙 上 ノ血

液 滴 像 二比 シ、 其 ノ色 調 ハ黒 色 調 強 シ。線 テ淡

黄 褐 色 ノ彊 度 陽性 ノ滴 像 量 輪 テ示 セ リ。

(ロ》 硝 酸

1.0%硝 酸 水 ラ 吸 敗 乾 燥 セ ジメ タル奉 書紙 ヒニ

於 ケル血 液 滴 豫 バー 般 二濃 黒 赤 色 ノ色調 テ呈 セ

ル略 篭圓 形 ニ シ テ、 線 テ黒 隅 色 ノ最 輪 ヲ有 ス。
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而 シテ個 々 ノ血液 滴 像 ニ ヨ リ最 輪 ノ幅 二廣狭 ノ

差 テ認 ムル モ、 ソノ陽 性度 ハ 中等 度 叉 ハ強 度 陽

性 ニ シテ、 前 者 ハ健 康 人 二、 後者 ハ非健 康 人 二

多 ク之 テ認 メ タ リ.

第 三項 「アル カ リ」類

(イ)苛 性 「カ リ」

1。0%苛 性 「カ リ」水溶 液 テ吸牧 乾 燥 セ シメ タル

奉 書紙 上 二於 ケ ル血 液 滴 像 バー般 二濃 赤 黒 色 ノ

圓形 又 ハ構 圓形 テ呈 シ、総 テ淡 褐 色 ノ量 輪 テ有

ス。 而 シテ個 々 ノ血液 滴 像 ニ ヨ リ壷 輪 ノ幅 二廣

狭 ノ差 テ認 ム ル モ、 ソ ノ陽 性 度 ハ 中等 度 叉 ハ強

度 陽性 ニ シテ、 前 者 ハ健 康人 二、 後 者 ハ非 健 康

人 二多 ク之 テ認 メ タ リ.

(ロ)苛 性 「ナ5ロ ンj

1.0%苛 性 「ナ トロ ン」水溶 液 ラ吸 牧 乾燥 セ シメ

タ ル奉 書 紙 上 二於 ケ ル血液 滴 像 ハ 前 記 苛 性 「カ

リ」ノ場 合 ノ如 シ。

第 四項 蒸 溜 水

蒸溜 水 テ吸牧 乾燥 セ シ メ タル奉 書 紙 上 二於 ケル

1血液 滴 像 バー般 二 園形 ニ シテ、 濃 赤 褐 色 テ 呈

シ、 多 クハ盤 輪 陰 性 ニ シ テ、 少撒 ハ量 輪 弱 度 陽

性 ナ リ。最 輪 陽 性者 ハ非 健 康 人 二之 テ認 メ タ リ。

第1表 各種藥液 ヲ以 テ虜置 セル奉=書紙上

二於 ケ,レ人血液滴像 ノ牽輪 出現率

藥 刺 名

語 矧;劃llllli
「ブmム カ リ」

絢 機 酸 「ナ ト リウ ム」

重 炭 酸 「ナ ト リウ ムコ

安 息 香 酸 「ナ ト リウム」
葡 「カ フ

ェ イ ソ」

乳 酸 「カ ル チ ウ ム2

沃 度 「カ リ」

硫 酸 「マ グ ネ シ ヤ」

硝

苛 性 「ナ

苛

一蒸

酸

酸

ト ロ ソ」

竺 ザカ 男

溜 水

小 括

檀讐墾糖損

100%

96%

100%

100%

94%

98%

95%

100%

100%

100%

100%

19%

検査人員

500名

,2

{

,,

,,

,,

,,

,,

肇,

撃,

}

霧,
一

,,
一

,,

,,

,,

Meyer,Bierast,Schilling等 ノ原 法 ニ ヨルli7皿

液 滴像 法 二使 用 セル紙 質 、 色 素 ノ溶 媒 等 ハ特 許

品 ニ シテ知 ル ラ得 ズ。 又 本 郷 、長 島 雨 氏 ノ考 案

セル血液 滴 像 用 紙 ハ國 光 濾 紙Nr.5,・ テ用 ヒ、

十種 ノ色素 水溶 液 ラ吸 牧 乾 燥 セ シメ タル モ ノ ニ

シテ、 前記 ノ如 キ溶 液 テ吸 牧 乾燥 セ シメ タル奉

書紙 上 二於 ケ ル 血液 滴像 テ観 察 セル モ ノハ 未 グ

ナ シ。

前 述 ノ如 キ實 験 。 即 チ ドク ロー ル、ナ トリウム」、

「プロ ム
、ナ トリウ ム」、「プ ロム カ リご、重 炭 酸 「ナ

トリウム」、安 息 香 酸 「ナ ト リウム、 カ ブ諸 ンJ、

1謹酸 、硝 酸 、=苛性 「カ リJ、 苛性 「ナ トロ ン」等 テ以

テ塵 置 セ ル紙 上 二於 ケ ル血 液 滴 像 ハ総 テ量 輪 陽

性 テ示 セ リ。 上記 藥 剤 以外 ノ絢 儲 酸 「ナ ト リウ

ムJ、 乳 酸 カル シウム」、沃 度 「カ リj、硫 酸 「マ グ

ネ シ ア」等 テ以 テ塵 置 セ ル奉 書紙 上 ノ 蛭皿液 滴像

ハ第1表 二 示 ス如 ク大 多 嶽 、即 チ、94.0%乃 至

98.0%マ デ量 輪 陽性 テ示 セ リ ト難 モ、 残 リ ノ

少撒 ハ鑑 輪 陰 性 テ示 現 セ リ。 又 蒸溜 水 ラ吸牧 乾

燥 セ シメ タル奉 書 紙 上 二於 ケ ル血液 滴 像 ハ大 多

撒 、 即 チ81.0%マ デ量 輪 陰 性 ヲ現 ハ シ、残 リ ノ

モ ノハ量 輪 陽 性 テ示 セ リ.斯 ク ノ如 キ成 績 ノ因

リテ來 ル原 因 二就 キ テハ 未 グ知 ル所 ナ シ。

第 二 節 激 種 色 素 注 射 後 ノ血 清

滴 像 拉 二 「ゼ リノン ビ ン」、「ヘ モ

グ ロ ビ ン」含 有 血 清 滴 像

余 ハ血 中 二注 入 セ ラ レ タル撒 種 ノ 色素 拉 二 陀

リル ビ ンj、「ヘ モ グ ロ ビ ンJガ 滴 像 ノ如何 ナル部

位 二集 合 スル ヤ テ窺 ハ ン ト欲 シ禮 重2.o冠 前 後

ノ健 康雌 雄 家 兎各10頭 ヲ 用 ヒ、 侮 冠1・0耗 ノ

1.0%「 パ ンセ プチ ンパ 塩 野 義) 、 「トリバ フ ラビ

ンJ(三 共)、fメ チー レ ン、ブ ラ ウ」、 「コ ンゴー、

ロー ト」(GrUbler)水 溶 液 テ静 脈 内 二注射 シ、15

分後 探 甑 血清 ラ分 離 シ、 無 腿 置 蚊 塵 置 奉 書 紙

上 ニ ソ レ等 ノ血 清 滴 像冴 作 レ リ。 又 成 人 膀 胱 加

答見 ノ患 者6名 二 〇.S%r.,"ン セ プ チ ン」10・0髭

ラ、 徽 毒 反磨 陽性 者10名 二rネ オ サ ルブ 。ル サ

ン」0.45瓦 テ静 脈 内 二注 射 シ・15分 後探 血 前認

同檬1価 青滴 像 テ作 レ リ、 爾 更 二溶 血 セ シ メタル
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各10数 例 ノ健 康 人 、 肺 結 核 患 者 、健 康拉 二結 核

感 染 家 兎 ノ「ヘ モ グ ロ ビ ン」含有 血 清蛇 二黄 疸 患

者 血 清 滴 像 ラ前 記 同檬 作 製 シ、 是 等 ヲ槻 察 セル

後 、 硲 酸9分 、 登 姻 硝 酸1分 ノ割合 二混 合 セル

グ メ リ ン氏液 ラ各滴 線 二注 加 シ検 索 セ ル ニ次 ノ

却 キ結 果 テ得 タ リ。

第 一 項 撒 種 色 素 注 射 後 ノ血 清 滴 像

(イ)「 パ ン セ プ チ ンj及 「ト リバ フ ラ ビ ン」

本 色 素 テ含有 ス ル甑 青滴 像 テ観 ル ニ、 本 色 素 ハ

血 清 滴像 ノ中 央 部 二幅 独iク輪 歌 二集 合 セ ル ラ認

メ タ リ.本 血 清滴 像 二、 グ メ リ ン氏液 テ注加 セ

ル 汽 輪 状 ノ黄 色 々 素 ハ褐 色 二壁 色 セ リ。

(ロ)ド メ チPtレ ン、 ブ ラ ウ」

本 色 素 ノ含有 ス ル血 清滴 豫 テ観 ル へ 本 色 素 モ

亦 前 記 同様 、 滴{象中央 部 二輪 駄 二幅 狭 ク集 合 七

ル テ認 メ タ リ。 グメ リ ン氏液 テ注加 セ ル ニ、 ソ

ノ藍 色 ハ攣 色 セザ リキ。

(ハ)「 コ ン ゴーV一 ト」

本 色 素 テ含 有 スル 血 清滴 像 ヲ観 ル ニ、 本 色素 ハ

滴 像 全盟 二李 等 二著 色 セ ル ラ認 メ タ リ。 グ メ リ

ソ氏液 テ注 加 セ ル ニ、 青 色 二攣 色 セ リ.

(二)「 ネ オ サル ブフル サ ン」

本 色 素 テ含 有 スル血 清 滴 像 ヲ・観 ル ニ、本 色 素 モ亦

血 清 滴像 全 禮 二rF等=著 色 セ ル テ認 メ タ リ。 グ

メ リン氏 液 テ注 加 セ ル ニ、淡 褐 紫 色 二攣 色 セ リ。

第 二 項 「ビ リル ピ ンj、ヂヘ モ グ ロ

ビ ン」含有 血 清 滴 像

(イ〉 「ビ リル ビ ン」

本 色素 テ含 有 スル血 清滴 像 テ観 ル ニ、血 清 ガ全

部 紙 中 二吸 牧 セ ラル レバ、 一 檬 二黄 色調 ラ呈 セ

ル モ、 時 間 ノ経 過 ト共 二、 乾燥 ス ル ニ至 レバ、

黄 色 調 ハ漸 次 邊 縁部 二集 合 セ ン トス ル性 ア ル ラ

紹 メ タ リ。グ メ リ ン氏液 テ注 加 セル ニ緑 色 二攣

色 セ リ。

(ロ)「 ヘ モ グ ロ ビ ンj

本 色 素 テ含 有 スル血 満滴 像 ラ観 ル ニ、1血清 ガ全

部紙 中 二吸 牧 セ ラル レバ、淡 赤褐 色 テ李 等 二呈

ス ル モ、 時 間 ノ経 過 ト共 二、 前 記 同 様 邊 縁部 二

集 合 セ ン トスル姓 ア ル ヲ認 メ タ リ。 グ メ リ ン氏

液 ヲ注加 セル モ攣 色 セザ リキ。

第2表 血清滴像 二於 クル血 清中色素

ノ集合部位
1

色素名欝 劉 羅許
ら ぐ ソ セ プ チ ソ」

i

中央部輸状 赤 褐 色
(璽色 ス)

外 リパ フ ラ ビ ソ」 中央部輪状 赤 褐 色(憂
色 ス)

「メ チ ー レ ン ブ ラ ウ」 中央部輪状 藍 色
(愛色 セズ)

「コ ン ゴ ー"一 ト」 各 部李 等

診青 色

(礎色勾
_{

fネ オ サ ル ブ
ァル サ

ソ」 各 部李 等 褐 紫 色
哩絶 ヌ)

財 リ ンレ ビ ン」 邊縁部集合
傾向

緑 色
(遜色 ヌ)

「ヘ モ グ ロ ビ ソ」 邊縁部集合
傾向

赤 褐 色(蜷
色 セズ)

1

小 括

以.ヒ ノ成 績 ラ 小 括 スル ニ第2表 二示 ス如 ク「ト

リパ フ ラ ビ ン」、 ザパ ンセ プ チ ン」、「メ チ・一 レン、

ブ ラ ウ」等 ノ色素 ハ .甑青滴 像 ノ中央 部 二輪 黙 二

集 合 シ、 「コ ンゴー、 ロー ト」、 「ネ オサ ルヴァル

サ ンJ等 ノ色 素 ハ血 清 滴 像 全 禮 二、李 等 二著 色 セ

ル モ、 「ビ リル ピ ン」、 「ヘ モ グ ロ ビ ン」等 ノ色素

ハ滴 豫 ノ邊 縁 二集 合 セ ス トス ル性 アル テ認 メ タ

リ。 斯 ク ノ如 ク、各 色 素 ニ ヨ リ、 夫 レ夫 レ著 色

部 位 ラ異 ニ スル ハ、 興 味 ア ル問題 ニ シ テ、 爾研

究 テ要 スベ キ モ ノ ト信 ズ。 又滴 像 各部 二夫 々集

合 セル色 素 ニ グ メ リ ン氏液 ヲ 注 加 セル ニ「メチ

ー レ ン、 ブ ラウ」、「ヘ モ グ ロ ビ ン」等 ノ色 素 ハ攣

色 セザ ル モ他 ノ色 素 ハ慶 色 シ殊 二「ピ リル ビ ンj

バ グ メ リン反 慮 陽 性 テ示 現 セ リ。

第 三 飾 非 黄 疸 人 ノ血 液 滴 像 拉

二 血 中 謄 汁 色 素 量

非 黄 疸 人 ノ血 液 滴 塚 拉 二血 中膿 汁色 素 量 ラ窺 ハ

ン ト欲 シ、 臨 躰 上 黄疸 テ認 メザ ル健 康 人拉 二肺

結 核 患 者 各50名 ノ血 液2・0琵 ヲ 肘 静脈 ヨ リ探

血 シ、rク ロー ル、 ナ トリウム」奉 書 紙 上 二血 瀬

2滴 、 滴 下 セル滴 像 ヲ観 察 シ、然 ル後 量輪部 ニ

グ メ リ ン氏 液 ラ注 加 シ ソ ノ反 慮 ノ有 無 二就 キ検

査 セ リ。 残 レル血 液 ハ 血清 分離 テ挨 チ直 チ ニ血
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満 車 「ビ リル ビ ンJ:量 テVa:nde:nBerghノ 間

接 法 ニ ヨ リ測 定 セ リ。被 検 者 血液 ハナ ル ベ ク早

朝 空腹 時 二採 血 セ リ。 又採 血 二 八勿論 溶 血 ラ避

ケ ンガ タ メ乾 燥 セル注 射 器 テ以 テ シ、 血 液 滴 下

後 ハ 日光 テ遮 り、 氷 室 内 二置 キ可及 的 迅 速 二試

験 二著 手 セ リ。 若 シ長 ク放 置 ス ル トキ ハ 「ビ リ

ル ビ ン」ノ検 出 量 テ減 ジ、「ビ リル ビ ン」ハ室 氣 中

二於 テ酸 化 サ レ血 清 ハ ソノ黄 色 ヲ失 ヒ、 「ビル

ヴSル ヂ ン」ヲ 生 ズ レバ緑 色 ヲ楷 ピi23日 後 二

八無 色 トナ ル コ トア レバ ナ リ。(:Lepehneハ 採

血 後1日 間試 験 管 二 密 閉 シオ キ テ30.0%、3

日後 ニ ハ60.0%ノ 損 失 テ 來 タセ シ例 ヲ報 告 シ

:Fosteru.F6stperモ 放 置 ニ ヨ リ検 出 量 ヲ減 ズ

ル ラ見 タ リ)。

第一 碩 徳 康 人 血 清 「ビ リル ビ ン」:屋

並 二血液 滴 像

第3表 〔クロー,レ、 ナ トリウム」虜置

傘書紙上 二於ケル健 康人 ノ血液滴 像

蛇 二同健康人血 中腸汁包素量

羅 名卜網 羅
血液
滴像牽輪

「グ メ

リ ソ」

反 慮

1 一 23
-

27
}

21
-

20

男

女一

夏
女　
女一
男一
男一
女

0.45 十十
一

2 一 0.5 朴 一

3 一 0.55 替 一

4 一 0.9 什 一

5 一 55
-

21
-

28

0.35 卦 一

6 一 0.6 卦 一

7 一 0.35 柵 一

8 21 0.65 甘 一

9 19 男 0.75 昔 一

10 一 45 男 1.05 朴 十

11 一 30

25

男 0.75 十十 一

12 一 女一
女一
女

0.65 甘 一

13 一 24 0.45 什 一

14 一 25 0.86 督 一

15 27 女 0.5 柵 一一
16

-

17

33一 女 0.45 什 一
備一 36 男 0.6 朴 一

エ
19

-

20

一
鴨

42一 男一 0.5 柵 一

36
-

37
一 一

48

男}
男一
女

0.4 柵 一

一 0.6 甘 一

21 一 L35 柵 十

22 18 男 0.9 甘 鱒

23i 54 男 o・75i朴 」

24 一 33 男 0.6 }什1一

25i一 18 女 0.45 {軽[一

261一 40 女 o.51赫 』1

27
}

28

一 21 男 0.45 瞬i一

一 23 男一
男

1ユ5 十十 十

29 一 22 0.4 千十 一

30㎝
31

一 21 男一
女

0.55 什 一

一 20 0.35

1赫
一

32 一 23 男 0.5

1ユ5

・ 惜 一

33 一 21 女 匿;+　

_炉
可i一 24 男 o.8{++1一

35i一 22 男 o・75嚇 と

36{■ 20 女 025;柵1一

37 一 24 男 1。26朴[+
i

38 一 23 男 0.75i十 十i 一

39 一 21 男 0.75!十 十… 一

40
-

41

一 23 男io.5什 { 一

一{　一 一
23

一
男

§
0,951十 十 一

42
-

43

一 20 女 0.7:十 十i一

一 28 男
10

、95、 十十 一
}

44 一 21 男 1.2柵 十
1

45 一 22
-

28

男 0.8 十十
!

_

46 一 女 0.3 朴 一

47 一 20 女 0.6 什 一

48 22 女 0.8 朴 一

49 21 男 0.75 柵 一

50 22 男 0.8 榊 一

表 中rヒ リ ノレビ ソJ量 ノ、Bilimbin。Ei轟heit

(B.E.mchH.V,d.Bergh)ニ テ 現 ノ・セ1)。

第3妥 二 示 ス 如 ク、 余 が検 査 セ ル50名 ノ 健 康

人 血 清 「ビ リル ビ ン」量 ハ、 最:低0・25B.E.ノ1

名 、 最 高1.35B.E.ノ1名 ニ シ テ、其 ノ他 ハ0.3

B.E.ノ1名 、0。35B.E.ノ3名 、0.4B.E.ノ2

名 、0.45B.E.ノ5名 、0.5B.E.ノ6名 、0.55BLE.

ノ2名 、0.6B.E.ノ5名 、0.65B.E.ノ2名 、

0・7B.E.ノ1名 、4.758.E.ノ7名tO.8B.E.ノ

4名 、0.85B.E.ノ1名 、0。9B.E.ノ2名 、0.95

B.E.ノ2名 、1.05B.E。 ノ1名 、1.15B.E.ノ2

名 、1.20B.E.ノ1名r1.258.E.ノ1名 ニ シ テ、

大 多 数 ハ1・OB.E。 以 下 ナ リ。 而 シ テ0、35B.E.

ヨ リ0.95B.E。 ノ間 二 在 リ。

1.0%fク ロ ー ル、 ナ ト リ ウ ム 」水 溶 液 テ 吸 牧 乾
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燥 セ シ メ タ ル 奉 書 紙 上 二 於 ケ ル 血 液 摘 除 ハ 、 練

テ 中 等 度 以 上 ノ量 輪 陽 性 テ示 現 セ リ。 量 輪 部 ノ

「グ メ リ ン」反 応 ハ5例 テ 除 ク ノ外
、 総 テ陰 性 ナ

リ キ。

第 二 項 肺 結 核 患 者 ノ血 清 「ビ リ ル ビ

ン」:量蚊 二血 液 滴 像

第4表 二示 ス如 ク、 余 が 検 査 セ ル50名 ノ肺 結

核 患 者 血 清 「ビ リル ビ ン」量 へ 最 低0。25B.E.ノ

5名A最:高1・25B.E.ノ1名 ニ シ テ、 其:ノ 他!・

0.3B.E.ノ1名 、0。35B。E.ノ1名 、0.4B.E。 ノ

6名tO.45B.E。 ノ4名 、0.5B.E.ノ4名 、0・55

B.E.ノ2名 、0.6B.E.ノ6名 、0・65B。E.ノ3

名 、0.7B.E.ノ3名 、0.75B.E.ノ5名 、0.8:RE.

ノ1名 、0.858,E.ノ2名 、0・9B.E.ノ2名 、

0.95B。E。 ノ2名t1.OB.E.ノ1名 、1.05B.E.ノ

1名 ナ リ。 印 チ大 多 撒 ハ1.0:B.E.以 下 ニ シ テ、

0.4B.E。 ヨ リ0.95BE.ノ 間 ア リ。

1.0%fク ロ ー ル、ナ ト リ ウ ム 」水 溶 液 テ吸 牧 乾 燥

セ シ メ タ ル 奉 書 紙 上 二於 ケ ル 血 液 滴 像 ハ 縮 テ 中

等 度 以 上 ノ最 輪 陽 性 テ示 現 セ リ。

量 輪 ノ 「グ メ リ ン」反 慮 ハ3例 ヲ 除 ク ノ外 、 縮 テ

陰 性 ナ リ キ。

第4表 「ク ロー ル、 ナ ト リウ ム」虞 置 奉 書 紙

上 二於 ケ ル肺 結 核 患 者血 液 滴 像 並 二 間 患

者 ノ血 中膿 汁 色 素 量

番號 姓 名 年齢

iビ リ

ル'ビ健

男

　男

21

24

男

}男

45

18

男21

一男20

男23

一男

一男

互

飢
男可
男31

男

[男

23

22

女35

■■■■■■■■■■■璽■■

1

0
〃

3

4
了

6

7

8

9

10

11

島1

13

14

灘量1

量llil5

墨o・75

男10.9

男0。7

男0.9

男0,95

0.45

0.6

0.6

0。4

125

0.25

Q.55

病症

輕

一輕

}輕

{重

}輕

【輕

一纏

一中

一中

一中

}輕

【輕

一輕

一輕

劇
什

一什

一冊

一骨

一覗

一朴

一督

一骨

一帯

一甘

一督

}甘

一卦

關剛嗣騨關幽幽」麟一

「グ メ

リ ソ」

反 応

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

十

噸

一

15 一1】7 女 025 重 榊 櫛

16 一 32 男 0.4 中 赫 輯

17
…

一 唾20男 LO 輕 替 十

18 一130 男 0.7 中 特 一

19 一}27
暑 0.6 中 赫 廟

20 ■125屡
}

1男

0.8 中一 甘 鞘

121 一 23 0.4 重1柵 一

22 一 18 男 0.4 中{督 一

23 一31 男 0.45 中 朴 一

24 一21 女 0.4 輕 卦 一

25 一 §

17 玄
女

0.85 輕 什 一

26 一 17 0.85 中 甘 一

}27 一 27 女 0.65 輕{経 一

% 一 女 0.75 引 替 燗

・29 一 25 女 0.25 中隔 一

30 一 女 0.4」 輕 什 刷

31 一 23 男 0.25 重 柵 一

32 一 男 0.6 中 丹 一

33 一 28
-

24

墨
男

0.7 輕i十 十 一

34 一 0.65 中 朴
一

35 一 女 0.6 軽 骨 一

36 一 181 男 0.75 中 卦 一

37 一 21 男 0.5 重 帯 口

38 一 31 女 0.45 輕 督 一

39 一 18 男 0.65 輕 赫 一

40 一 女 0.6 中 督 一

41 一 21 女 0.75 中 柵 一

42 一 26 男 1.05 中 什 十

43 一 17 女 0.5 中 督 一

44 一 42
-

31

墨
男

0.55 中 什 一

45 一 0.5 劇 刑 一
46 一 3簗 0.95 中屋 一

47 60男 0.75 中 什 一一
48 一 26 1女 0β5 中 替 一

49 訂 男 0.25 重}
重

帯 一一
50 40舅 0.3 柵 一

_

表 中 ヂビ リル ビ ソ」量 ハBilimbinEiaheit

(B.E』achH.v.d.Ber理h)ニ テ表 ノ・セ リ0

小 括

血 清 ハ 種 々 ノ程 度 ノ黄 若 色 ア ル 見 、 嘗 テ全 ク無

色 ナ ル 血 清 テ 見 劣 ル コ ト ナ シ。 コ レ 且i加ans

vanden8ergh立 立ニ コ レ ヨ リ以 前 二Schee1,

Obermeye■,PapPer,Gilbert等 ノ研 究 ニ ヨ リ

テ 、 正 常 血 液 中 ニ ハ 、 「ビ リ ル ビ ン」ヲ含 有 シt
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人 血 清 ノ色 ハ其 ノ中 二溶 ケ タル ザビ リル ビ ン」二

因 ル ニ外 ナ ラザ ル コ トラ知 ラ レタ リ。 尚 コ ノ黄

色 ハ稀 ニハ 「ビ リル ビ ン」ノ外 、 「ル テ ィ ン」ニ ヨ

ル コ トア リ。 今 諸 家 ノ血 中 「ビ リル ビ ン」量 測 定

成 績 ヲ墾 グ レバ第5表 ノ如 シ。

第5表 丈獄 二現 ハレタ ル健 康人血清
「ビ リ♪レビソ」量

報 告 司 驕 最低騰
H.v.d,Bergh 0.60.2 1918

Lepehne 0.50.2 ,,

Botzia轟 1.5一 1920

Mandelbaum 125一 ,墜

Harelhorst 1.0一 1921

Retzlaff 0.50.3 ,,

Rose轟thalu.a. 0.5一 塾,

Holzeru.Mehner 0.5-一 1922

Snapper 2.01.0 1923

秋 山 1.40.65 1925

長 岐 0.5一 ,,

Wiemer 1.50.15 1926

副 島 0,6微 量 ,肇

松 野 1.8一 ,肇

山 中 2.00.2 ,,

角 尾 1.78-一 ,,

Barro轟 1.00.2 1931

村 田 1,040.48 1933

米 田 LO-一 1934

表 中 「ビ リル ビ ソJ量 ノ・Bilirubin・Einheit

(B.E.RachH.v.d.Bergh)ニ テ表 ハ セ リe

右 ノ如 ク生 理 的 血 清 「ピ リル ビ ンj含 有 量 ハ 諸 家

ニ ヨ リ異 ナ リ、始 メVandenBergh,Lepehne

等 ノ得 タ ル値 ハ 概 シ テ小 ナ レ ドモ 、 其 ノ後 諸 家

ニ ヨ リ
、 生 理 的 ニ モ1・5乃 至2.OB.E。 二達 ス ル

モ ノ アル ラ知 ラ レ タ リ,余 ハ 非 黄 疸 人(健 康 人 及

肺 結 核 患 者)二 就 キ テ 血 清 「ビ リ ル ビ ンJ量 ラ測

定 セ ル ニ、最 低0.25B.E.ヨ リ最 高1・35B.E。 二

達 シ、 ソ ノ 内0.4B.E.乃 至0.95B.E.ノ 間 二於

ケ ル モ ノ最 モ 多 ク、1.OB.E.以 上 ハ稀 ナ リ。 而

シテ個 人 的 差 違 ハ 諸 家 ノ成 績 モ 亦 余 ノ例 二 於 テ

モ、 斯 ク ノ如 ク大 ナ ル モ ノ ア リ。 少 籔 ノ實 験 例

ナ ル モ 以 上 ノ例 ニ ヨ リ非 黄 疸 人 ノ 血 清 「ビ リ ル

ビ ン」量 ハ1.OB.E.以 下 ノ モ ノ大 多 激 テ 占 ム ル

ヲ見 タ リ。

何 レノ例 二於 テモ血液 滴 像 ハ 量 輪 陽 性 テ 示 セ

リ。 而 シテ量 輪 部 ノ「グメ リ ンJ反 癒 ハ 「ビ リル

ビ ンJ量o.5mg/dl以 下 ハ総 テ陽性 ナ リキ。

第 四 節 黄 疸 患 者 ノ血 液 滴 像

拉 二 血 中 謄 汁 色 素 量

塵 置蚊 二無 塵 置 奉 書紙 上 二於 ケル黄 疸 患 者 血 液

滴像 テ 窺 ハ ン ト欲 シ、 同患 者20名 二就 キ検 査

セ リ。 黄 疸 患 者 二於 ケ ル皮 膚 黄 染 ハ痕 跡(Subi-

kterus)ヨ リ汚 機 黄 褐 色(Melasikterus>二 至 ル

種 々 ノ程 度 ア リ。其 ノ中 、輕 微 ナ ル黄 染 へ 黄

色人 種 殊 二色 黒 キ人 、 多 血質 ノ人 ニ ア リ テハ・

コ レヲ認 知 スル事 困 難 ニ シテ、1又早期 且 ツ著 明

二現 ハ ル ・輩 膜 結膜 二於 テ モ、結 膜 下 脂 肪 多 キ

人 ニ ア リテハ、 往 々黄 色 ラ呈 シ、 臆 汁 色素 ニ ヨ

ル黄染 ト誤 認 セ ラル ・コ トア リ。 依 ツ テ余 ハ皮

膚 ノ黄疸 ハ 主 ド シテ、 魑 幹 或 ハ上 肢 ノ皮膚 ヲ歴

迫 シテ皮 下 ノ血 液 含 量 テ少 ナ カ ラ シ メテ検 シ、

或 ハSchifrer氏 ノ人 工 描壷 法 ニ ヨ リ登 見 セ ン

トスル ニ努 メ タ リ。 然 レ ドモ吾人 黄 色人 種 ニ テ

皮膚 ノ輕 微 ナル、或 ハ黄 疸 テ認 知 スルコ トハ蒼 白

ナ ル モ ノ、 色 白 キ人 ヲ除 キ テハ畢 寛 不 可 能 ト謂

フ可 シ。 サ レバ余 ハ斯 ル輕 微 ノモ ノハ 、 主 トシ

テ粘 膜(輩 膜 結膜 拉 二硬 口蓋 粘 膜)二 於 テ判 断 セ

リe斯 ク シテ獲 見 セ ル 黄 疸 患 者20名 ノ血液 テ

法 ノ如 ク肘 静 脈 ヨ リ探 血 シ、 一方 二於 テ、 普 通

奉 書紙 上 二、 他 方 二於 テ 「クロー ル 、 ナ トリウ

ム」麗 置 奉 書紙 上 二各2滴 宛 滴 下 シテ、其 ノ滴稼

テ観察 シ、 グ メ リ ン氏 液 蛇 二 「ヂ ア ツ 、J液注加

ニ ヨ リ最 輪 部 ノ各 反 磨 二就 キ検 セ リ。 而 シテ残

レル血液 ヲ氷 室 内 二置 キ可 及 的 速 カ ニ、 ソ ノ血

清 ニ ツ キVandenBergh氏 法 ニ ヨ リ血 清 「ビ

リル ビ ンJ量 デ測 定 セ リ。

第 一項 無 庭 置奉 書 紙 上 二於 ケ ル血液

滴 像拉 二血 清 膿 汁 色 素 含 有 量

第6表 二示 ス如 ク加 答 見 性 黄 疸 及 肝臓 癌 拉 二膿

石 症 二併 登 セル黄 疸 患 者20名 ノ血 液 ラ 普 通 奉

書紙 上 二滴 下 シ、其 等 ノ血 液 滴 像 ヲ観 察 セル ニ、

次 表 二示 ス如 ク3例 ハ量 輪 陽 性 ニ シテ鑑 輪 部 ハ
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第6表 無塵置奉書紙上二於ケル黄疸患者ノ血液滴像虹二同患者血中膿汁色素量

番號 姓 名 年齢 性
彰

診 断

獲病 ヨ
リ検査

日二至
ル 日数

黄 疸 血 清 「ビ リ
ル ビ ン」量

B.E。

無慮置奉書
紙上ノ血液
滴像蟻輪ノ
有無

滴像蟻輪郭
ノ黄色粘劇 館

1
}

2

一 肝 臓 癌 不明 帯 惜 36.OB.E。 十 十一
56

「　

33
-

41
-

39
-

34
-

71
}

18

25
-

33一

里
23

}

51

38
-

31
-

63
-

66
-

7
-

28
-

21
}

25

加答児性黄疸 2日 十 十 3.0,, 一 一

3

4
-

5

一 膿 石 症 14日 柵 帯
一
17.8,, 十 十一 肇, 不明 十 十

ρ}

3.5,, 鱒 一

一 加答児性黄疸 7日 什 督
一

5.8、, 一 一

6 肝 臓 癌 10日 柵 柵 30.5,,

一
十 十

7 一 加答児性黄疸 2日 十 十 3。5,, 一 一

8
{

9
-

10一

ユ
ー
丑
14　

並
並
17』
18

}

19

一 嚢, 7日 卦 骨 8.75,, 一 一

一 _/ 膿 石 症 5日 什 什 625,, 一 一

一

男一
男一
女一
女一
女一
女一
女

女一
男

女一
女一

呈
男　
男_一
男…
男一
男一
男一
男一
男

加答児性黄道 14日 十十 骨
一

9。5,,

一
一 一

一 撃9 10日 骨 軸 】5.5,, 一 一

一 渉, 8日 十 十

一
4.5,,

一
一 一

一 ,, 6日 朴 什 10。25,,

一
一

邑

一

,渉 9日 赫 朴
一

8.5,,

}用
一 一一一 撃, 3日 甘 十十9。0,, 一 一

一 ,, 8日 替
一

十十11.25,,

一
一 嗣

一 書, 4日 十 十 1.5,, 醐 一

一 ,, 5日 什 什
一

8。0、,

一
一 綱

一 ,, 4日 什 什 1L5,, 一 一

20 歩, 12日 榊 柵
一
22,5,,

一
一 一

・ 表 中

著 明 ノ黄 色 調 テ現 ハ セ リ。 而 シテ第1例 ハ 血 中

「ビ リル ビ ン」量36 .OB.E.ラ 、 第3例 ハ17.8

B.E.ヲ.'第6例 ハ34.58.E。 ラ・算:セ リ。 残iリ ノ

17例 ハ1量輪 陰 性 ニ シテ、 何 レモ2,5B.E.ヨ リ

15・5B.E.二 至 ル マ デ ノ血 中 「ビ リル ビ ン」量 ラ

含 有 スル ニ拘 ラズ黄 色 調 ラ 認 ム ル能 ハ ズ(但 シ

乾 燥 セル血 液 滴 像 ニ チハ〉而 シ テ量 輪 陽 性 ノ3

例 ハ共 二「グ メ リ ン」反 慮 陽 性 ラ示 セ リ。

第二 項 「クロー ルtナ トリ ウム」.

塵 置奉 書 紙

上 二於 ケル血 液 滴 像拉 二血 清膿 汁 色 素含 有量 、

第7表

「ビ リaレ ビ ソ」量 ノ・Bilirubin-Einheit(B .E.熱achH.v.d.Bergh)ニ テ表 ノ・セ リ。

前記 黄 疸 患 者20名 ノ血 液 テ1・0%「 ク ロー ル、

ナ トリウム」水溶 液 ラ 吸 牧 乾 燥 セ シ～ タル奉書

紙 上 二滴 下 シ、 ソ ノ血 液 滴 像ジ 観 察 セル ニ、次

表 二示 ス如 ク。 総 テ量 輪 陽 性 ニ シテ、 量 軸 部 ハ

著 明 ナ ル黄 色 調 ラ呈 シ、 一 瞥 シテ黄 疸 血液 ナル

ラ判 明 セ シム。 而 シ テ ソ ノ黄 色 調 ハ血 中 「ビ リ

ル ビ ン」量 二正 比 例 セル が如 シ。又 グ メ リ ン氏液

拉 二 「ヂ ア ツォ」液 テ注 加 セ ル ニ、 何 レモ陽性 反

磨 テ現 ハ シ、 ソ ノ色調 亦 血 中 「ビ リル ビ ン」量 二

正比 例 セル が如 シ。

「クロール、ナ トリウム2塵置傘書紙 上二於 ケル黄疸患者血液滴像遊 二同患者血 中膿 汁色素量

番

號

姓 名

年

齢

性

黄 疸
血 清 「ビ リ

ル ビ ン」量

揉鎌 グメ
難 蜷 繋 リ'レビソ」

診 断

1獲病 ヨ

リ検査

日二至
ル日数

「ヂ ア ツ

剥反応赤
紫色色調
度

黄色色調粘膜皮膚
「ヲ ソ デ ン

ペ7レ ク㌔

ノ有 無

リ
ソ」反 応

線色色調
度

1 一 56
-

33

男一
男

肝 臓 癌 不 明

2日

惜}
十

柵一
十

36.OBE. 十

十

柵 柵 柵

2 加答児性黄疸
一

3。0,, 十 十 十
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3

一
4

5

6

7

8

9

一
10

II

万
13

一
14

15

τ

17

18

19

20

41

39

34

71

18

女
一女

女

女

女

女

男

貯∂

8

9
一

3

違
遼
男
華

2

3

1

蟹0

の
為

群0

83

31

63

一
56

7

箆
21

25

男

[男

男

男

男
一
男

男

男

膿 石 症 14日

坐
加答見性黄型7日

肝 臓 癌{10日

加答見性黄疸 2日

7日

膿 石 症i5日

加答見性黄麿14日

,,

,,

工0日

8艮

6日

9日

3日

8日

4日

5日

4日

12日

十

十

世

+
十十

π
十

什

サ

量

+

柵

一十

十

柵
丁

耳

一什
十

17.8,,

3。5,,

5.8,,

30.5,,

3.5㌧,

8.75,,

6。25,,

9.5.,

15。5,,

4.5,,

"
50

召　
01

93
5

の8

ヱ

騨

0　9

鋼00
β

L1

辻
什
正

卦
+
玉

朴
藷

土
立

骨
柵

什

+

什

帯
{+

什
{+
勇

+

L
L
+
三

L
+
三

L
+
+

表中

小 揺

無 塵 置奉 書紙 上 二於 ケ ル20名 ノ 黄 疸 患 者 血液

滴像 中、3例 ハ著 明 ノ黄 色調 ラ呈 セル量 輪 テ形

成 セ リ ト錐 モ、17例 ハ量 輪 陰 性 ニ シテ、滴 像 色

調 ハ非黄 疸 人 ノ ソ レ ト異 ナル所 ナ シ。 然 ル ニ前

記 患:者血 液 ノ「ク ロー ル、 ナ トリウ ム」庭 置 奉書

紙 上 ノ ソレへ 総 テ黄 色 調 テ有 スル量 輪 ラ現 ハ

セ リ。今 、 該紙 上 二滴 下 セル血液 ノ滴 像 形 成 二

至 ル歌態 テ観 ル ニ、 血 液 ノ各 成分 ハ各 自個 有 ノ

速度 ニ テ 紙 ノ間 隙 二 浸潤 シ、 有 形 成 分 ハ 血 滴

中央 部 二止 リ、 血漿 ハ血 滴邊 縁 部 ヨ リ周園 二浸

出 シッ ツ、 逡 二量輪 陽 性 ノ血液 滴 像 テ形 成 スル

ニ至 ル
。 此 ノ量:輪部 ハ未 乾燥 ノ トキハ、 李 等 ナ

ル黄 色調 ラ呈 セ ドモ、次 第 二乾 燥 スル ニ至 レル

時期 ニハ黄 色調 ハ邊 縁 部 二集 合 セ ン トスノ噸 向

アル ラ認 メ タ リ。 ソ ノ黄 色 調 程 度 ハ血 中 ヂビ リ

ル ビ ン」量 二正 比例 セ リ
。 然 リ ト難 モ、血 清 ノ黄

色調 ハ 「ル テ ィ ン」籏 ニ シテ、rリ ボ クQ一一一ム」ニ

ョル ト構 セ ラル。 是 等 色 素 ハ黄色 ニ シテ、 酒 精

「ヱー テル汲 ビ ク卯 ホル ム」二溶 解 スル等
、

ソノ性駄fビ リル ピ ン」二甚 ダ酷似 スル ト難 モ、

「ルテ ィ ン」ハ 「グ メ リ ン」反 慮 陰 性 ナ リ
。 弦 二於

1。5,,

8.0,,

11.5,,

22.5,,

十
隔
十

一十

【
十

一
十

什

}甘

一什

一甘

一十

一什

　
朴

一
柵

什

一十

一軒

一
柵

一十

一替

㎜十

一什

㎜甘

…十

一什

㎜
什

[朴

㎜昔

一十

一什

「什

一
柵

「ビ リル ビ ソ」量 ノ・Bilimbin -Eiaheit(B
.E.nachH.vd.Berg)ニ テ表 ノ・セ リ。

テ、 余 ハ最 輪 部 ノ黄 色 調 ガ果 シテ「ビ リル ビ ン」

ナ ル ヤ否 ヤ テ検 セ ンタ メ、 之 レニグ メ リ ン氏 液

拉 二 「ヂ ア ツお 液 テ注 加 セル へ 何 レモ 「ビ リル

ビ ン」二特 有 ノ反 癒 ヲ現 ハ セ リ。斯 ク ノ如 キ結 果

ヨ リ、 該 滴 像鑑 輪部 ノ黄 色調 ハ 「ビ リル ビ ン」二

由來 セル モ ノ ト確 信 セ リ。 而 シテ「グ メ リ ン」緑

色 反 慮 、 「ヂ ア ツ。」赤 紫 色 反癒 ハ 血 中 「ビ リル

ビ ン」量 二正 比 例 シテ濃淡 ヲ現 ハ ス ヲ・認 メタ リ。

以 上 ノ所 見 ニ ヨ リ、 標 準 比 色血 液 滴 像 テ作 リ、

之 レ ト被 検 黄疸 患 者 血 液 滴 像 トテ比 色 ス ル コ ト

ニ ヨ リ、 血 中 「ビ リル ビ ン」量 テ知 ラ ン ト企 テ タ

ル モ滴 像 燈 輪 部 ノ黄 色,緑 色 、 赤 紫 色 調 ハ何 レ

モ時 日 ノ経 過 ト共 二、 退 色 或 ハ攣 色 スル傾 向 ア

リテ、 其 ノ目的 テ達 スル コ ト能 ハ ザ リキ故 二次

ノ如 キ實 験 テ斥テ ヒタ リ0

第 五 節 総 輪 膿 管 結 紮 家 兎 ノ血

液 滴 像 蛇 二 血 中 膿 汁 色 素 量

艦 重1・O乃 至3.0冠 ノ老 若 雌 雄 ノ家 兎25頭 ラ型

ノ如 ク、 開 腹 シ。総 輪 膿 管 ノ結 紮 テ行 ヒ、過 「ビ

リル ビ ン」血 ヲ惹 起 セ シメ タ リ。而 シテ前記 奉 書

紙 二心臓 穿刺 血 ノ各2滴 テ滴 下 シ、 ソ ノ滴 像 最

輪 部 ノ黄 色調 ラ比 色 液 ト比 色 ス ル コ トニ ヨ リ、

φ
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血 申 「ビ リル ビ ンJ量 テ知 ラ ン トセ リ。 部 チ血 液

滴 像燈 輪 部 ヲ有 スル縦3・0糎 、横0・7糎 二切 リ

取 リ タル紙 片 テAuthenriethノ 比 色 計 テ以 テ

且elligeノ 「カ イ ル」二牧 メタ ル1萬 倍 ノ重 「ク

ロー ムJ酸 「カ リ」(カ ー ル バ ウム〉水 溶 液 ノ色調

ト比 色 セ リ。 斯 ク ノ如 キ方 法 ニ ヨ リVanden

Bergh氏 法 ニ テ 測 定 セル 「ビ リル ビ ン」量0。5

mg/dl含 有 血液 滴 像,量輪 部 ノ黄 色調 ハ、 目盛

15.0二 相 當 シ、1・Omg/dl含 有 ノソ レハ、 目盛

30.0二 、1、5mg/d1含 有 ノ ソ レハ、目盛45・0二 、

2.Omg/dl含 有 ノ ソ レハ、 目盛60.0二 相 當 スル

テ知 レ リe以 上 ニ ヨ リ目盛15・0デ 檜 ス 短 二、

「ビ リル ビ ンJ量0.5mg/dlラ 壇 量 ス ル モ ノ トシ

テ計算 ス レバ 目盛1。0テ 増 ス 毎 二、 陀 リル ビ

ン」量0.5mg%÷15=0.033・ …mg%ラ 壇 ス モ

ノ ト見倣 シテ可 ナ ル ペ シ。

然 ル トキハ求 ム ル 「ビ リル ピ ン,量 ラXニ テ表 ハ

セバ、X=O.033× 目盛撒 ナ リe

本 法 テ用 ヒテ、 上記 各 家 兎 ノ血 中 「ビ リル ピ ン」

量 テ測 定 シ、併 セテVandenBergh氏 法 ニ ヨ

ル 「ピ リル ピ ンJ量 トヲ比 較 セル ニ次 ノ如 キ結 果

ラ得 タ リ。

第8表 二示 ス如 久 絃 テ滴 像量 輪 陽 性 ニ シテ、

VandenBergh氏 法 ト、 余 ノ方 法 ト比 較 スル

ニ、 第16例 ハ0.627mg/d1、 第17例 ハ0.860

mg/dl、 第19例 ハ0.30mg/d1、 第25例 ハ0.35

mg/dlノ 差 テ示 シ、第20例 ハ余 ノ方 法 ニ ヨ リ血

中 「ビ リル ビ ンJ量 テ測 定 ス ル コ ト能 ハ ザ リキ。

然 レ ド其 ノ他 ノ例 へ 最 低0.001mg/dl、 最 高

O・256mg/dlノ 差 テ示 シ、VandenBergh氏 法

ト大 約 一致 スル所 アル ガ如 シ。

斯 ク ノ如 ク、 余 ノ方 法 ハ、 血 中 ドビ リル ビ ン」量

第8表fク ロー ル、ナ トリウム」塵置奉書紙

上 二於 ケ,レ線輸 膿管結 紮家兎 ノ血液滴像
・ 遊 二同家 兎血 中膿汁色素量

動

物

番

號

盟

重

性

ワ ソデ ソ

余 ノ方法
血液滴像
爆輪ペルグ氏

法

有無

同部
fグ メ

リソ」

反慮

「ビ リ ル

ビ ン」量
mg/d1

「ビ リ ル

ビ ン」量

m窪/d1

1
τ編

2160 ♂ 2,175 2,010 有
「

十 藍

2100 ♂ 0,525 0,660 ,登 十 鱒

3 2400 辛 1,059 1,089 9, 十 }
4 2530 ♀ 2,000 1,980 の, 十

5 2100 ♂ 1,000 1,254
0

,, 十

6 1000 舎 2,275 2,277 ,, 十
;

7 1300 ♂ 1,400 1,683 の2 十
'

8 2160 ♀ 1,800 1,980 ,, 十

9 1800 舎 2,175 1,980 ,, 十

10 2210 ♂ 1,200 1,022 ,, 十

11 2200 ♂ 0,800 0,924 ,, 十

ヱ2 2120 ♀ 0,924 0,925 會● 十

13 1200 ♂ 1,000 1,089 ,, 十

14 1100 ♀ 0,775 0,693 ,, 十

15 1400 ♀ 1,000 1,056 ,, 十

16 3000 舎 4,125 4,752 ,ひ 十

17
-

18

2950 舎 6,800 5,940 ,, 十

2800 ♂

夢

2,500 2244 ,, 十

19 3100 ♂ 2コ75 2,475 ,, 十

20 2900 ♀ 0,475

　}
一

多,
一

21 1800 ♂ 1,050 LO89 ,, 十

22 2150 ♀ 2,000 2,078 ,, 十

23 1100 ♂ 1,930 2,112 ,, 十

24 2500 ♂ 0,550 0,693 ,, 十

25 2600 舎 1,300 1,650 9, 十

0.475mg/dl以 下 ノ微 量 テ 測 定 スル コ ト能 ハズ

ト錐 モ、 唯1乃 至2滴 ノ血 液 テ以 テ、 大約 血 中

「ビ リル ビ ン」量 ヲ知 リ得 ル簡 易 ナ ル方 法 ナ リ ト

信 ズ。

第三章 総括拉昌考按

以 上 余 ノ實 験 成績 テ縮 括 スル ニ、 諸 種 盤 類 、 酸

類 、 「アル カ リ」類 ノ水溶 液 ラ吸牧 乾燥 セ シメ タ

ル 奉 書紙 上 二於 ケ ル血液 滴 豫 ハ諸 種盤 類 中、 絢

構 酸 「ナ トリウ ム」'b乳 酸 「カル シウム」、沃 度 「カ

リ」、硫 酸 「マ グネ シア」等 ヲ除 ケ ル外、 線 テ量輪

陽 性 成績 ヲ現 ハ セ リ。 家 兎 二「バ ンセ プチ ン」、

「トリパ フ ラ ピ ン」
、 「メ チー レ ン、 プ ラウ」或 ハ

「づ ンゴー ロー ト」溶 液 テ静 賑 内 二注射 シ、人 二
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「バ ンセ プ チ 物 、係 オサ ル ヴァル サ ン」等 テ静脈

内 二注 射 シ、15分 後 探 血 シ、 ソ ノ血 清滴 像 ラ無

塵置及 ビ塵 置 奉 書紙 上 二作 ル トキ ハ、ヂパ ンセ プ

チ ンJ、 「トサパ フ ラ ビ ン」、 「メ チー レン、 ブ ラ

ゥJ等 ノ各 色 素 ハ滴 嫁 中央 部 二指 輪 状 二集 合 シ、

「コ ンゴー ロー ト」、「ネ オ サ ル ヴァル サ ン」等 ノ各

色素 ハ滴像 全 艦 二李 等 二著 色 シ、 ドピ リル ビ ン」

「ヘモ グ ロ ビ ン」等 ノ各 色 素 ハ滴 像 邊 縁 部 二集合

セ ン トスル傾 向 アル ヲ知 レ リ。 健 康 人 拉 二肺結

核 患 者 ノ血 中謄 汁 色 素 量yVandenBergh氏

法 ニ ヨ リ定 量 セ ル ニ、 最 高1.35B.E。 最 低0.25

B.E.ラ 示 シ、非 黄疸 人 ノ血 中膿 汁色 素量 ハ1・O

B.E.以 上 ハ 少 ナ ク、O.35B.E.乃 至0・95B.E.最

モ多 シ。 而 シテ 「クロー ル、 ナ ト リウム」慮 置奉

書 紙 ノ健 康 入 蚊 二肺 結核 患 者血 液 滴 像 ハ線 テ量

輪 中等 度 又 ハ強 度 陽 性 ラ現 ハ シ、 血 中膿 汁 色素

量1.OB.E.以 上 ハ ソ ノ量 輪 部 二於 テ 「グ メ ク リ

ン」反 磨 陽性 ヲ示 セ リ。

黄疸患 者 血液 テ無 塵 置奉 書紙 上 二滴 下 セル滴 豫

ハ多 クハ量輪 陰 性 ニ シテ陽 性 テ示 ス モ ノ少 シ、

然 レ ドモ 「クロー ル、 ナFリ ウ ム」塵 置 奉 書紙 上

ノソ レハ練 テ 中等 度或 ハ強 度 陽 性 ラ示 現 セ リ、

而 シテ総 テ電 輪 部 二於 テ「グ メ リ ン」反 慮 陽 性 テ

示 セ リ。 次 二 實 験 的 家 兎過 「ビ リル ビ ンJ血 ヲ

滴像 法 慮 用 ニ ヨ リ 定量 セル ニ 「ビ リル ビ ンJ量

O・475mg/dl以 下 ノ微 量 ハ測 定 シ得 ザ ル モ、Van

denBergh氏 法 ニ ヨ レル ソ レ ト比 較 シテ、 最

.高0.860mg/dlノ 差 テ生 セ シモ ノアル モ、 多 ク

ノ場 合最 高0.256mg/dl、 最 低0。OOlmg/dlノ 差

テ示 シ雨 者 略 気一 致 スル所 アル ガ如 シ。

惟 フニ血 液滴 像 法 ノ研 究 者 多 シ ト難 モ前 記 藥 液

ラ吸牧 乾 燥 セ シメ タル滴 像 紙 ラ使 用 セ ル者 、 及

ビ前記 色素 ノ滴 像 集 合 部 位 二就 キ研 究 セル者 ア

ルラ聞 カズ。 是等 成 績 ノ因 テ來 ル原 因 二就 キ テ

ハ未 ダ明 カナ ラザル モ興 味 アル 問題 ナ リ ト信

ズ。

第三節 二於 ケ ル實験 成績 二於 テ、 健 康 人 拉 二肺

結 核患 者 ノ血 中膿 汁 色 素 量 テVandenBergh

氏 法 ニ ヨ リ定 量 セ ル ニ、VandenBergh,Le一

pehne,Mandelbaum,Haselhorst,Retzlaff,

Rosenthal,Holzeru.Mehner,長 岐、 副 島、

Barron,Leoni,Warnecke,米 田等 ノ諸 氏 ノ報

告 ノ如 久 最 高1.35B.E.gSCシ 、最 低O・25B・E・

ラ算 シ、 非 黄 疸 人 ノ血 申膓 汁 色素 量 ハ1・OB・E・

以 上 ・・少 ク、O.35乃 至O.95B.E.最 モ多 久1・O

B.E.以 上 ハ過 「ピ リル ビ ン」血 ナ リ ト考 ヘ ラル、

而 シテ1.OB.E.以 上 ノモ ノ ・滴 像 最 輪 部 ・・黄 色

調 ラ呈 シ、 之 レニ グ メ リン氏液 ラ注加 セバ緑 色

ノ「グ メ リン」反 慮 ヲ呈 セ リ、1、OB.E.以 下 ハ量

輪 部 無 色 ニ シデ グ メ リ ンj反 慮 陰 性 ナ リ。 次 二

無 腿 置 奉 書 紙 上 二於 ケル20名 ノ黄 疸 患 者血 液

滴 像 テ検 ス ル ニ、3例 ハ陽 性 成績 テ示 シ、 ソ ノ

他 ハ陰 性 成 績 ラ示 セ リ、 上記3例 ノ如 ク黄 疸 患

者 血 液 滴 嫁 ガ縮 テ陽性 成 績 テ示 現 ス ル トキ ハ、

各 種 藥 液 テ以 テ塵 置 ス ル必要 ナ キモ、 本 實験 例

ノ多 クハ陰 性 成 績 テ示 シ、 從 ツ テ燈 輪 部 ラ鋏 如

シ黄 色調 程 度 ヲ検 ス ル コ ト能 ハ ズ、然 ル ニ 「クロ

ー ル
、 ナ トリウム」虜 置奉 書 紙 上 ノ 黄 疸 患 者 血

液 滴像 ハ糖 テ最 輪 陽 性 テ示 シ、 同部 ノ黄 色 調 ハ

血 中膿 汁 色 素 量 二比 例 シ テ 色 調 程 度 ラ 異 ニ セ

リe而 シテ「グ メ リ ンJ反慮 並 二 「ヂ アツ、」反慮 共

二陽 性 テ示 現 セ リ。 弦 二於 テ第2章 第1節 二考

案 セル滴像 紙 ラ用 フル ノ要 ア リ。 上 記 ノ滴 像紙

ハ何 レモ ソ ノ目的 ヲ達 シ得 ル ガ如 シ ト難 モ余 ハ

何 慮 二於 テ モ直 チ ニ求 メ得 ベ キ 「クロー ル、ナ ト

リウム」ニ テ塵 置 セル滴 像 紙 ラ 用 フル テ硬 宣 ナ

リ ト思 惟 スル ノ ミナ ラズ該 滴 像 ハ総 テ中等 度 陽

性 以 上 ノ滴 嫁量 輪 テ出現 スル利 アル ラ以 テ該 滴

像 紙 テ使 用 シ ソ ノ目的 テ満 セ リ。 該 滴 像 紙 上 ノ

黄 疸 患 者 血 液 滴 像 ハ総 テ最 輪 陽性 テ示 現 シ、 加

フル ニ血 中膿 汁 色 素 ガ滴 嫁 邊 縁 部 二集 合 セ ン ト

ス ル傾向 ア リ。 余 ノ創 案 セル該 滴像 紙 ノ上記 ノ

如 キ特 鮎 テ利 用 シ血 中膿 汁 色 素 量 ラ量 輪 部 ノ黄

色 調 度蚊 二 「グ メ リ ン」反 慮 ニ ヨル緑 色 調 度及 ビ

「ヂ ア ツ、」反 慮 ニ ヨル 赤 紫 色 調 度 ノ異 ナ レル標

準 比 色滴 像ヲ 作 製 セル モ是 等 色 調 ハ時 日 ノ経 過

ト共 二退 色或 ハ壁 色 ス ル鋏 貼 ア リテ ソ ノ目的 ラ

蓬 セズ。 弦 二於 テ、 第 五 節 二實 験 セル方 法 テ試
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定タ リ。 即 チ滴 像 量 輪 部 ノ黄 色 調 テ、重 ザクロー

ム」酸 「カ リJ水 溶 液 ノソ レ ト、比 色 スル コ トニ ヨ

リ、 大 約 血 中 「ビ リル ビン」量 テ知 ラ ン トスル ニ

在 リ。 本 法 ハ血 中 ノ黄 色 調 ヂ卒 面 ナル滴 像 ノ量

輪 部 二誘 致 セ シム ル方 法 ニ シテ、 一一定 ノ層 テ形

成 セ シム ル コ ト能 ハ ズ、 從 ツ テ0・475mg/d1以

下 ノ血 中 「ビ リル ビ ン」量 テ有 スル黄 色 調 ハ、 之

レヲ検 出 スル コ ト不 可能 ナ リ。 然 レ ドモ、過 「ビ

リル ピ ン 血=用 ヒテ、大 約 血 中 「ビ リル ビ ン」量

ヲ検 知 シ得 ル モ ノ ト信 ズ。 惟 フニ、 皮 膚 褐 色 ナ

ル黄 色人 種 二雀 リテ ハ、輕 微 ノ皮 膚 黄 疸 テ認 知

スル コ トへ 往 々 ニ シテ困 難 ナル コ トア リ。 叉

最 モ黄 疸 テ登 見 シ易 キ眼球 翠 膜 ニ ア リテ モ、 結

膜 下脂 肪 多 量 ナ ル モ ノニ在 リテハ、 膿 汁 色素 ニ

ヨル黄 染 ノ認 知 容 易 ナ ラザル コ トア リ。 爾 其 ノ

他 、 稀 ナ レ ドモ、 皮膚 ノ黄 染 へ 「メ トロヘ モ グ

ロ ピ ン」、 「ヘ マ チ ンJ、 「カ ロ チ ンJ或 ハ 「ピ ク リ

ン」酸 黄疸 ト誤 認 サ ル ・コ トナ シ ト謂 フ可 カ ラ

ズ。 サ レバ、 從 前 黄疸 テ認 知 スル標 準 トナ セ レ

所 ノ皮 膚 黄 染 及 ピ膿 汁色 素 尿 へ 軍 二病 攣 一定

度 二達 ヒル トキ ノ ミニ見 ラ レ得 ル モ ノニ シテ、

ソ ノ輕 度 ナ ル モ ノ、 若 シクへ 潜 在性 黄 疸 二 至

リテハ、 唯 血 中臆 汁 色 素 テ検 スル事 ニ ヨ リテ ノ

ミ確 認 サ レ得 ル ノ ミナ リ。 然 リ而 シテ、血 清 「ビ

リル ピ ン」ノ検 査 ハ黄 疸 、就 中 、潜 在 性 黄 疸 ノ認

識 蚊 二黄 疸 輕 重 ノ制 定 ニ ハ必須 ノ法 ナ リ。

由來 血 中 「ビ リル ビ ン」量 ハ、既 二記 シタル ガ如

ク、 生理 的 二相 當 大 ナ ル動 揺 ア リ ト難 モ、 一 定

範 園 テ越 ヘ テ増 量 スル コ トハ稀 ナ リ。 即 チ先 進

諸 家 ノ實 験 拉 二余 ガ實 験 ニ ヨ レバ、1.35B.E.以

上 トナル コ トハ 少 ク、 若 シ持 績 的 二、 之 レ ヨ リ

多 ク存 在 ス ル トキハ、 過 「ビ リル ピ ン」血 ト看倣

ス テ得 ベ ク、 コ ノ潜 在 性 過∫ビ リル ビ ン」血 ハ山

中 氏 ニ ヨ レバ、 種 々 ノ病 的 歌 態 二於 テ現 ハ ル。

例 ヘ バ閉塞 性黄 疸 、 所 謂 加 答 見 性 黄疸 ノ初 期 二

於 テ、 未 ダ組 織 ガ臆 汁色 素 ノ浸 潤 ヲ來 サザ ル以

前 二飯 二見 ラ レ、 其 ノ他 麿 血 肝 、肝 硬攣 、臆 石

症 、 肝 腫 瘍 、 傳 染 病 、 中 毒 及 ピ血液 疾 患 ノアル

者 等 二見 ラル ・所 ナ リ ト。 郎 チ潜 在 性黄 疸 へ

膿 汁 色 素 ノ排 泄 障碍(肝 細 胞 ノ機 能 障 碍 乃 至靡

汁彰 滞 二因 ル膿 汁 色 素 ノ排泄 障碍)、或 ハ膿 汁色

素 生成 過 多 ア ル テ語 ル モ ノニ シテ、 吾 人 ハ之 レ

ガ護 明 二依 リテ、 或 ハ診 査 ノ歩 テ進 メ、或 ハ鑑

別 診 断 二資 シ、 又 場 合 ニ ヨ リテハ、 疾 病 ノ経 過

清 長 テ推…知 スル等 、診 断 的 ノ慣 値 ハ蓋 シ大 ナ リ

ト謂 フベ シ。

其 ノ他 「マ ラ リヤ」ニ テハ、 其 ノ多 クニ過 「ビリ

ル ピ ン」血 アル ヲ以 テ、 其 ノ診 噺 、殊 二慢 性 ヂマ

ラ リヤJノ 診 断 補 助 トナ ス ラ得 ベ ク、心 臓疾 患 ニ

ア リテハ、血 中 「ビ リル ビ ン」量 テ以 テ代 償機 能

障 碍 ノ有 無乃 至 程 度 テ ト スベ ク、 溶 血 性 黄疸 ニ

テハ、 血 中膿 汁 色 素 テ以 テ醸 求崩 壊 輕 重 ノ規 準

トナ ス テ得 ベ ク、 又 就 中重 要 ナル ハ諸 種貧 血 二

於 ケル血 中臆 汁 色 素 ナ リ。 一 般 二溶 血 性 貧血 、

殊 二悪 性 貧 血 ニ テ ハ、 過 「ビ リル ビ ンJ血 ア リ。

反 之 緬 登 性 貧 血及 ピ再 性 不 能 性 貧 血 ニ ア リ テ

ハ、 之 レテ訣 ク。 故 二血 中膿 汁 色 素 ノ検 査 ハ雨

者 鑑 別 二最 モ重 要 ナル モ ノナ ル ノ ミナ ラズ、 前

者 ニ ア リテ ハ、 之 レニ ヨ リテ、 其 ノ経過(緩 解、

檜 悪 〉テ 知 リ得 ベ シ。 叉 顯 在 性 黄疸 ニ ア リテモ

血 中膿 汁 色 素 テ規 則 的 二測 定 セバ、 軍 二皮 膚 黄

疸 及 ピ膿 汁 色 素尿 テ観 察 スル ヨ リ'モ、 遙 カ ニ精

細 二、 其 ノ疾 患 ノ経 過 、 消 長 乃 至 肝 臓 分泌 機能

障碍 ノ歌 態 テ推 知 スル テ得 ベ シ。

斯 ク ノ如 ク。 血 中膿 汁色 素 ノ検 査 ハ病 理學 的 乃

至 診 断 學 的 二、殊 二、 潜 在 性 黄疸 二關 シ、 重 要

ナ ル所 見 テ有 ス。 而 シテ余 ノ検 査法 ハ、Meul-

engracht法 ノ如 ク、 黄 色 調 ニ ヨル 輩純 比 色 法

ニ シテ血 中 「ピ リル ビ ン」以 外 ノ黄 色 色 素 「リボ

ク ロー ムご、 「ル テ ィ ン」、fカ ロ チ ンー1、「ウロ ピ

リノー ゲ ンJ、 「クサ ン トフィル」、 「ヘ マ トボ ル

フィリ ン;等 モ關 與 ス ル ノ不 利 アル ノ ミナ ラズ、

「ピ』リル ビ ン」量O.475mg/dl以 下 ノ微 量測 定 八

不 可 能 ナ ト難iモHijmansvandenBergh,

1、epehne,Haselhorst,Retzlaff,Rosentha1,

Holzeru.Mehner,長 岐 、 副 島、Barr◎n,村

田等 ハ健 康 人 血 清 「ビ リル ビ ン」量 ハ0.5mg/d1

以 下 ナ リ ト報 告 シ、Holzeru。Mehnerハ 血清
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「ピ リ ル ビ ン」黄 色 調 ノ 翠 純 比 色 法 ハ 血 清 中 ノ

「ピ リ ル ピ ン」以 外 ノ色 素 、 特 二 「リボ ク ロ ー ム 」

ト塵 別 シ難 ヶ レバ 、 血 清 「ビ リル ビ ン」量 少 キ ト

キ ハ 正 確 ナ ル 結 果 テ得 ベ カ ラ ズ、 然 レ ドモ 、 ソ

ノ含 量 大 ナ ル トキ ハ 、 簡 軍 ニ シテ 臨 林 上 用 フベ

シ ト賞ue .eリ 。 而 シ テ血 中 「ビ リ ル ピ ンJ量 ノ検

査 法 テ窺 フ ニ、Hammarsten,Hifner,Gillbert

u.Scheel,Feiglu.Guerner,Meulengracht,

HijmansvandenBergh,Fouchet,Herzgeld,

Thannhauser'u.Andersen,Enriquesu。Siv6,

粂 川 、Ernstu.F6ster,Friegy6r,且aselhorst

等 ノ方 法 ア リ。何 レノ方 法 テ用 フル モ・ 血 液 ソ

ノ儘 テ使 用 スル コ ト能 ハ ズ、 必 ズ血 清 ヲ分 離 ス

ル必要 ア リ。 然 レ ドモ余 ノ方 法 ハ 上記 ノ如 キ訣

貼 ア リ ト錐 モ、 臨 躰 上 ニ ハ操 作 簡 軍 ニ シ テ最 モ

多 ク使 用 セ ラル ・Meulengracht法 ヨ リモ尚

簡 便 ニ シテ、 唯1乃 至2滴 ノ血 液 ヲ以 テ、 ソ ノ

目的 テ達 シ得 ラル ベ ク、潜 在 性蚊 二顯 在性 黄疸

二於 テハ、血 中rビ リル ピ ン」量0・5mg/dl以 上

テ含 有 スル故 二、 是 等 ノ検 出 二、 或 ハ前 記 諸 疾

患 ノ鑑 別 診断 二、 或 ハ黄 疸輕 重 ノ判 別 二使 用 シ

得 バ余 ノ幸甚 トスル トコロ ナ リ。

第四章 結 論

余 ハ血液 滴 像法 ノ研 究 二當 リ、 「ク ロー ル、ナ ト

リウムj水 溶 液 テ 吸牧 乾燥 セ シメ タ ル奉 書 紙 上

ノ血液 滴 像 ガ 絃 テ量 輪 ラ 作 ル ノ ミナ ラズ血 中

「ビ リル ビ ンJガ 滴像 量 輪 部 二集 合 スル傾 向 アル

ラ登 見 セ リ。 是 ニ ヨ リ血 中 「ビ リル ピ ンJヲ 簡 易

二識 明 シ得 ル ノ ミナ ラズ量 輪 部 ノ黄 色調 ラ標 準

液 ト比 色 シ以 テ血 中 「ピ リル ビ ン」量 ラ知 ラ ン ト

企 テ タル實 験 成 績 ヲ要 約 ス レバ次 ノ如 シ。

(1)諸 種 盤類 、 酸 類 及 ビ「アル カ リ」類 ニ テ塵 置

セル奉 書紙 上 ノ血 液 滴 塚 ハ量 輪 ラ現 ハ ス。

(2)「 ビ リル ピ ン」ハ血 液 蚊 二血 清 滴像 ノ邊 縁 部

二集合 セ ン トスル傾 向 ア リ。

(3)「 パ ンセ プ チ ンJ、 「トリバ フ ラ ビ ン」、「メ チ

ー レ ン、 ブ ラウ」含 有 血 液 拉 二血 清滴 像 二於 テ、

各 色 素 ハ滴 像 中央 部 二輪 駄 二集 合 ス レ ドモ、「コ

ンゴー一、 ロー ト」、 「ネ オサ ル ヴ。ル サ ン」等 ノ色

素 ハ滴像 各部 二李 等 二著 色 ス。

(4》 無 慮 置奉 書紙 上 ノ黄 疸 患 者 ノ血 液 滴 像ハ 量

輪 ヲ現 ハ ス モ ノ少 キ ニ反 ゾ クロー ル、ナ トリ ウ

ム」慮 置奉 書 紙 上 ノ ソ レハ縮 テ 量 輪 ヲ現 ハ ス。

量 輪 部 バ グメ リ ン氏液 又 ハ 「ヂ ア ツ嫁」液 注 加 ニ

ヨ ゾ ビ リル ビ ンJ特 有 ノ反 磨 ヲ示 現 ス。

(5>血 中 「ビ リル ビ ン」ノ多 寡 ニ ヨ リ血液 滴 像 量

輪部 ノ黄 色 調 二濃 淡 ノ差 テ示 ス。 是 ヲ重 「ク ロ

ー ム」酸 「カ リ」水 溶液 ト比 色 シ大 約 血 中 「ビ リル

ビ ン」量 ヲ知 リ得 ル ガ如 シ。

(本稿 ノ大 要 ハ昭 和9年4月2日 、日本結 核 病 學

會 二於 テ演 説 セ リ)。

文 厭(第 五篇参照)

附

附圖説明

第1段 左無慮置奉書紙 上 ノ血液滴像、 右 「クロール、

ナbリ ウム」塵置奉書紙上 ノ血 液滴像、第2段 左無 虞

置奉書紙上 ノ人血清滴像、右同 「ヘ モグPビ ソ」含有血

清滴像、第3段 左 「コ ソゴー、ロー ト」含有血清滴像、

圖

中、 「バ ソセ プ チ ソ1含 有 血 清 滴 像 、 右 「メ チーvy、

ブ ラ ウ」含 有血 清 滴像 、第4段 「クo一 ル、ナbリ ウ ム」

虞 置 奉 書 紙 上 ノ黄疸 患 者血 液 滴 像 ノ 「グ メ リ ソ」反癒

陽性 ヲ示 ス。




